
別添

　○○農政局長 殿
　申請者の主たる事務所の所在地が北海道の場合は、農林水産省農村振興局長

　申請者の主たる事務所の所在地が沖縄県の場合は、内閣府沖縄総合事務局長

代表者住所 〇〇県〇〇市△△1-2-3
団体等名称 〇〇〇〇協議会
代表者氏名 会長　〇〇　〇〇
運営責任者氏名 事務局長　△△　△△
電話番号 0000-00-0000

１．事業の種類

（１）　活動計画策定事業

２．事業実施提案内容

別紙「農山漁村振興交付金事業提案書」のとおり

３．事業予定地を管轄する都道府県及び関係府省へ提案書等を開示することについての意向

※開示する場合は「○」、開示不可とする場合は「×」を記入してください。

４．公募要領の第２の２の（１）に規定する事項の締結状況

※該当する箇所に「○」を記入してください。

５．市町村の参画状況

※該当する箇所に「○」を記入してください。

○

締結済み 締結見込み

○

参画済み 参画見込み

令和○年度農山漁村振興交付金（地域活性化対策）事業実施提案書

令和　〇年　〇月　〇日作成

開示意向確認

○

締結が見込めない場合、応募はできません。

市町村が参画されない場合、応募はできません。

記入例←必須記載事項

←該当記載事項
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６．添付書類　（添付している書類に○を付してください。）

（11）　提案に係る取組が、世界農業遺産・日本農業遺産の認定を受けた地域が策定した世界
　　  農業遺産・日本農業遺産保全計画と関連する場合は、当該認定地域の世界農業遺産・
      日本農業遺産保全計画

（12）　提案に係る取組が、地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（平成20
　 　年法律第40号）第５条第８項の認定を受けた地域が策定した同条第１項に規定する歴史
　 　的風致維持向上計画と関連する場合は、当該認定地域の認定通知（写）

（10）　提案に係る取組が、棚田地域振興法（令和元年法律第42号）第10条第３項の規定に
    　基づき認定を受けた指定棚田地域振興活動計画と関連する場合は、当該指定棚田地域
　　  振興活動計画

（14）　提案に係る取組が、食育基本法（平成17年法律第63号）第17条第1項に規定する
　　 都道府県食育推進計画若しくは同法第18条第１項に規定する市町村食育推進計画
　 　又は当該地域における食文化の保護・継承又は郷土料理や食文化を活用した地域
　 　活性化の取組の内容が確認できる資料

（13）　提案に係る取組が、景観法（平成16年法律第110号）第55条第１項の景観農業振興
　　 地域整備計画が策定されている地域が策定した景観農業振興地域整備計画と関連す
　 　る場合は、当該策定地域の景観農業振興地域整備計画

〇 （３）　地域協議会の構成員及び連携団体の活動内容が分かる資料

〇
（４）　提案された事業を主導する代表者、運営責任者（プロジェクトマネージャー）及び経理責
　　任者のこれまでの実績、提案された事業の実施に必要なノウハウ、マネジメント能力、経理
　　処理能力等を判断するために必要な資料

〇 （５）　公募要領の第２の１で活用するアドバイザーの活動内容が分かる資料

〇
（１）　公募要領の第２の２の（１）に規定する事項を示す文書
　　　（又は、案の内容を示す文書等）

〇 （２）　申請者団体が開催した直近の総会等の資料並びに予算及び決算資料

（９）　提案に係る取組が、総合特別区域法（平成23年法律第81号）第２条第１項に基づく総合
　　特別区域に関連する場合は、当該総合特別区域計画

〇 （６）　事業を実施する地域が条件不利地域に該当する場合は、そのことが分かる資料

（７）　提案に係る取組が、地域再生法（平成17年法律第24号）第５条第１項に基づく地域再生
　　計画と関連する場合は、当該地域再生計画

（８）　提案に係る取組が、「定住自立圏構想推進要綱について」（平成20年12月26日付け総
　　行応第39号総務事務次官通知）に基づく定住自立圏形成協定又は定住自立圏形成方針
　　に関連する場合は、当該協定又は方針

（15）　当該地域におけるデジタル田園都市国家構想に資する取組等、国の重要施策等
　　　の時宜に適った取組を実施、又は関連がある場合の取組の内容が確認できる資料

(1)から(5)の書類の添付は必須です。

公募要領別表の「交付率及び助成額」の（5）のア～コの各地域に該当する場合、「〇」を記入し、
該当する地区であることを示す資料（県、市町村等が示す図表など）を添付します。

該当する場合「〇」を記入し、当該計画等を添付します。

※以下の（6）～（15）までに該当するのかよくわからない場合は、市町村役場で確認してください。
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７．地方創生推進交付金等との重複の有無

※　事実を確認した市町村の部署名、担当者名・連絡先等を記載して下さい。

注１  電話番号は、常時連絡が可能な代表者又は運営責任者の番号を登録してください。携帯電話

　　の番号でも構いません。

注２  補助金等交付候補者の選定結果は、記載された代表者の住所宛に送付されます。

　提案する取組が、当該市町村が地方創生推進交付金等の他省庁の補助事業・交付金事業を活用

部署名 担当者名・連絡先等

地方創生推進交付金等との重複

市町村名

して取り組む内容と重複していないか確認してください。

無

※記載の内容を
ご確認ください。

有の場合は、市町村の部署名、
担当者名・連絡先等の記載も
れがないよう注意

3



【　事業の種類　】

事業実施主体名

所在地（都道府県・市町村）

〇 ②　都市住民が農山漁村に定住するための取組

〇

事業開始年度 令和　○　年度

農山漁村振興交付金（地域活性化対策）事業提案書

③　農山漁村で暮らす人々が引き続き住み続ける
   ための取組

○○県〇〇市

○○○○協議会

１　活動計画策定事業

〇 ①　都市と農山漁村の人々が交流するための取組

※ 都道府県及び市町村名を記入。（地番等は不要）

①から③までに該当する項目に「○」を記入してください。複数選択可能
です。
但し、①については②もしくは③と合わせて実施することが必要です。

取組の組合せは以下のいずれかになります。

・①と②と③
・①と②

・①と③

・②と③

・②のみ
・③のみ

※ 地域協議会名を記入。

（重要）
本提案書作成に当たっては、内容が公募要領第４の３「審査の観点」の各項目
を満たすように努めて下さい。
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１．事業実施主体等

２．地域協議会構成員・連携団体

○○○○協議会

○ 旧小学校区 旧市町村域

取組地域の都道府県・市町
村

まるまるけん　まるまるし

○○県　〇〇市

事業実施主体名（注１）
（地域協議会名）

まるまるまるまるきょうぎかい

取組地域の範囲（注２） 市町村域

事務局長　△△　△△　（ＮＰＯ法人〇〇）

事務局所在地及び連絡先

住所　〒000-0000　〇〇県〇〇市□□4-5-6

TEL　　0000-00-0033　　　　　　FAX　0000-00-0033

E-mail　　katsudoukeikaku@●.ne.jp

会長　○○　○○　※地域協議会の役職、氏名を記入。

事業実施主体住所及び連
絡先

住所　〒000-0000　〇〇県〇〇市△△1-2-3

NPO 事務局、活動の企画・運営・とりまとめ ○○市
ま る ま る し

TEL　　0000-00-0000　　　　　　FAX　0000-00-0000

E-mail　　chiiki_kasseika@●.ne.jp

取組地域の集落名（注３） ○○集落、◇◇集落、△△集落

代表者氏名

地域指定状況
（注４）

過疎地域

〇〇〇の会
ま る ま る ま る の か い

任意団体 〇○〇活動 ○○市
ま る ま る し

○○の里
ま る ま る の さ と

株式会社

○○学校
ま る まる がっ こう

学校法人 地域活動支援（アドバイザー） ○○市
ま る ま る し

○○　○○
ま る ま る ま る ま る

個人 △△△活動、普及啓発活動 △△市
さ ん か く し

取組において連携する個人
及び団体

法人形態等 取組において連携する役割
所在地

（市町村）

〇○農業協同組合
まるまるのうぎょうきょうどうくみあい

農業協同組合 ○○○、□□□活動 ○○市
ま る ま る し

〇〇市
ま る ま る し

行政団体 △△△活動、地域活動支援 ○○市
ま る ま る し

□□□活動 ○○市
ま る ま る し

〇〇地区自治会
ま る ま る ち く じ ち か い

地縁団体 〇○〇、△△△、□□□活動 ○○市
ま る ま る し

〇〇営農組織
ま る ま る え い の う そ し き

任意団体 〇○〇、□□□活動 ○○市
ま る ま る し

地域協議会の構成員となる
個人及び団体

法人形態等 地域協議会における役割
所在地

（市町村）

事務局(個人又は団体）

NPO法人○○
Ｎ Ｐ Ｏ ほ う じ ん ま る ま る

※ 協定を締結する構成員は、全て記載します。（省略不可）

↓FAX番号はあれば記入

↓FAX番号はあれば記入

↑農政局と常時連絡が取れる
連絡先を記入してください。

←公募要領別表１の「交付率及び助成額」の（5）のア
～コの各地域に該当する場合は、ア～コのうち該当
するものの名称を記入します。

取組地域の範囲に近いものを選んで「〇」を記入。

↓ 市町村域を超える場合は本交付金の対象となりません。

←全ての集落名を記載

↓①地域住民が主体となっていること、②地域で活動している団体等
を活用すること、③計画の取組実施に必要十分な体制であること
が求められます。

←ふりがなを記入

←ふりがなを記入
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注１ 事業実施主体（団体名）及び所在地(都道府県・市町村）は、ふりがなをつけてください。

注２ 取組地域の範囲は、「旧小学校区」、「旧市町村域」又は「市町村域」から選択して記載し
てください。（取組地域の範囲は市町村域が最大となり、市町村域を超える場合は審査
対象外となります。）

注３ 取組地域の範囲の集落名を全て記載してください。

注４ 公募要領別表の交付率及び助成額欄の（５）に該当する場合は、地域指定状況を記載
してください。

※記載の内容を

ご確認ください。
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３．実施体制図

○地域協議会実施体制図（注１）

＜記載例＞

○会計事務の審査体制（注２）

＜記載例＞

（注３）

構成員 連携団体

○
○
○
○
協
議
会

体験交流部
会

・○○○活動
　NPO法人○○
　〇〇地区自治会、○○営農組合、
  〇〇〇の会

←→
・〇○農業協
同組合
・○○学校

移住定住部
会

・△△△活動
　NPO法人○○
　〇〇地区自治会
　〇〇市

←→
・○○学校
・○○　○○

特産品部会
・□□□活動
　NPO法人○○、〇〇地区自治会、
　〇〇営農組織、○○の里

←→
・〇○農業協
同組合
・○○学校

企画運営会
議

・本事業全体の企画・運営調整
　NPO法人○○、〇〇地区自治会、
　〇〇営農組織、〇〇〇の会、
　○○の里、〇〇市○○課

←→

・〇○農業協
同組合
・○○学校
・○○　○○

運営責任者
○△　○△
（ＮＰＯ法人○○）

運営責任者
（地位継承者）

○□　○□
（ＮＰＯ法人○○）

事務局長
△△　△△
（ＮＰＯ法人○○）

事務局長
（地位継承者）

△□　△□
（ＮＰＯ法人○○）

経理責任者 ← 経理担当者

代表者
○○　○○
（○○地区自治会）

代表者
（地位継承者）

△○　△○
（○○地区自治会）

会長 ← 事務局長 ← 市町村 ←

注２ 会計事務の審査体制について、記載してください。

注３ 代表者、運営責任者、事務局長及び経理責任者が不在となった場合の地位継承者を記載して
ください。

経理責任者
□□　□□
（○○の里）

経理責任者
（地位継承者）

□○　□○
（〇〇の里）

注１ 事業の取組に対応した実施体制について、構成員及び連携団体を役割ごとに記載してくださ
い。

↓代表者、事務局長、経理責任者は別々の人が担当するようにして下さい。地位継承者についても同じ。

↓収入・支出の意思決定等に当たって、複数者のチェックが行われる体制が必要です。

↓前ページの「２．地域協議会構成員・連携団体」と整合させて下さい。

※記載の内容を

ご確認ください。
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４－１．地域の現状・課題

（１）事業実施地域の現状と課題について（注１）

（２）（１）に対するこれまでの把握・確認方法及び取組状況（注２）

（３）（２）の取組状況を踏まえ、困難だった事項・理由（注３）

注１ 都道府県及び市町村から見た地域の位置、地域の人口・基幹産業・農業動向、地域内の関連
施設の整備状況、地域資源の概要、関連事業の実施状況、過去の主な活動実績等を踏まえて
具体的かつ定量的に記載してください。また、地域の現状を踏まえ、課題となっている事項を具
体的に記載してください。

注２ アンケート調査、ワークショップ等を具体的に記載してください。また、これまでの課題解決に向
けて実施した取組について、具体的に記載してください。

注３ 予算不足、技術力不足、人材不足等を具体的に記載してください。
※記載の内容を

ご確認ください。

①地域の現状について
本地域は〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・地域の位置、地形、交通等の土地条件、人口や世帯数等の状況、農業をはじめとする産
業・経済の状況、特産物・文化・観光等の地域資源の状況、本事業に関わる施設の整備
状況や施策の実施状況など、事業を実施する地域がどのような現状にあるのかがわかる
よう、具体的かつ可能な限り定量的に記載してください。
・本交付金による事業で活用しようとする地域資源（地域の豊かな自然、文化、農産物等）
についてはそれを明記してください。

②地域の課題について
本地域の課題は〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・前出の「地域の状況」や「目指すべき将来像」を踏まえ、本交付金を活用した事業により
解決する必要のある地域の課題やニーズ等について、具体的に記載してください。
・その際、本交付金による事業の内容（公募要領第２の１に示す①～③の事業内容のうち
今回取り組むもの）ごとに、後出の「６－１～２．事業実施内容」に記載する取組内容との
関係性を考慮して、地域の課題やニーズ等を整理して下さい。

本地域では、これまでに〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協議会や協議会へ参加予定の団体が、上記の地域の現状や課題、ニーズの把握・確認

やその解決に向けた検討・試行等をこれまでに行ってきた実績があれば、その時期や取
組体制、取組内容・方法等について具体的に記載して下さい。

これまでの取り組みの中では、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・地域の将来像の実現に向けた課題、ニーズ等の把握やその解決に向けた検討・試行を

行う中で明らかとなった、取組の実施上の課題があれば、具体的に記載してください。
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４－２．地域の現況図

注 取組地域の集落の範囲など地域の現況が分かる図面を添付してください。

〇〇県

○○県○○市拡大　※取組地域の範囲を明示

○○県○○市

・地図上に、都道府県の中での本地域が所在する市町村の位
置と、市町村の中での本地域の位置及び範囲（外枠）がわか
るよう図示してください。

別添とすることも可能です。

旧小学校校区
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５．地域の将来像

（１）地域の将来像（注１）

（２）事業完了後に期待される効果（注２）

本事業完了後、地域の活性化、自立及び維持発展に向けて期待される効果について具体的に
記載してください。

注１ 地域の現状や課題を踏まえ、本交付金を活用することにより、目指す地域の将来像を具体的に
記載してください。

注２

・本交付金の活用により目指す地域の将来像について、公募要領第２の１に示す事業内
容（①都市と農山漁村の人々が交流するための取組 ②都市住民が農山漁村に定住する
ための取組 ③農山漁村で暮らす人々が引き続き住み続けるための取組）のうち今回取り
組む内容ごとに、具体的な取組内容と実現する将来像を、地域コミュニティや地域経済の
活性化の視点も踏まえて記載して下さい。
・また、取組を長期にわたり自立的、継続的に行うための手法についても記載して下さい。

・本交付金を受けて取り組む事業が完了した段階で発現すると考えられる、地域コミュニ
ティや地域経済への波及効果について、公募要領第２の１に示す事業内容（①都市と農
山漁村の人々が交流するための取組 ②都市住民が農山漁村に定住するための取組
③農山漁村で暮らす人々が引き続き住み続けるための取組）のうち今回取り組む内容ご
とに記載して下さい。
・その際、本提案書の「７．目標」との整合にも留意して下さい。

※記載の内容をご確認ください。

①都市と農村の交流拡大を通じた魅力ある地域の創造
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・により、〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・な地域を目指す。

②都市住民の定住促進によるコミュニティの維持
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・により、〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・な地域を目指す。

③特産品を活かした地域のしごとの確保
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・により、〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・な地域を目指す。

①都市と農村の交流拡大を通じた魅力ある地域の創造
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・により、〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・が期待される。

②都市住民の定住促進によるコミュニティの維持
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・により、〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・が期待される。

③特産品を活かした地域のしごとの確保
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・により、〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・が期待される。
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６－１．事業実施内容（活動計画策定事業）

（１）全体

○地域の活動計画策定（注２）

○体制構築、実証活動等（注３）

・体制構築

・実証活動

・専門的スキルの活用

・普及啓発

・本交付金事業では、以下の３つの取組について具体的な計画を立案する。その内容及び手法は次の
通り。

①○○〇体験交流事業
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

②移住・定住促進事業
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③農産物の商品開発・販路拡大事業
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本交付金を活用し、地域の課題解決に向けた具体的な取組内容を記載してください。

また、目標及び評価指標の数値目標の達成に向けた具体的な取組内容を年度ごとに記載してください。

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①○○〇体験交流事業
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

②移住・定住促進事業
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

③農産物の商品開発・販路拡大事業
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

←活動計画に掲げられた取組の具現化に向け、
本交付金事業で取り組む内容を取組項目ごと
に具体的に記載します。
取組項目は後出の「７．目標」の各項目に対応
するようにしてください。

↓本交付金事業での取組項目は「７．目標」の各項目に対応するようにしてください。

「〇地域の活動計画策定」の記述に当たっては、公募要領第４の３（２）ア「地域の活動計画の策
定の取組」a～fの「審査の観点」を満たすよう努めて下さい。

a.地域の自立及び維持発展に向けた将来像を構想しているか。

b.農山漁村が持つ豊かな地域資源を活用した地域の創意工夫による活動計画づくりとなっているか。

c.地域の現状、課題等を想定した上で、課題解決に向けた取組内容が適切なものとなっているか。

d.取組に係る活動計画づくりについて、計画に位置付けられた取組の具現化に向けた内容となっているか。

e.地域のコミュニティ機能の向上に資する取組となっているか。
f..普及啓発に資する情報発信の内容が具体的なものとなっているか。

以下の「体制構築」、「実証活動」の項目の記述に当たっては、公募要領第４の３（２）イ「体制構
築、実証活動等の取組」a～eの「審査の観点」を満たすよう努めて下さい。

a.地域住民が主体となっているか。

b.地域において従来から活動している団体等を活用したものとなっているか。

c.計画完了年度までに実現可能な取組内容となっているか。

d.活動計画に掲げられた取組を実施するために必要な体制を構築する内容となっているか。
e.活動計画に掲げられた取組の具体化に向けた実証活動となっているか。

←活動計画に掲げられた取組の具現化に向けた地域外の人材が有する
ICT等の専門的スキル等を活用する取組内容を記載してください。

←普及啓発に資する情報発信などの具体的な取組内容を記載してください。

←活動計画に掲げられた取組を実施するために必要
な従来から活動している 団体等を活用した具体的
な体制を構築する内容を記載してください。

←地域の自立及び維持発展に向けた将来像
を構想し、地域住民が主体となって農山漁村
が持つ豊かな地域資源を活用した地域の創意
工夫による活動計画づくりについて、具体的な
取組内容を記載してください。
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○合意形成の手法（注４）

○交通、買い物、医療・福祉、教育、エネルギー等に係る取組（注５）

○アドバイザーの活用（注６）

・地域の活動計画策定

・体制構築及び実証活動

（２）令和４年度（取組１年目）

（３）令和５年度（取組２年目）

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

本交付金事業で上記に該当する取組がある場合、取り組む項目別に実施内容を記載します。どのような取組が該当
するかは、公募要領別表２の活動計画区分③の具体的な内容の（２）に示す取組例を参照して下さい。

←地域の課題、取組方針等を関係者間で共有し、事業を実施していくため
の合意形成の手法について、具体的な取組内容を記載してください。

←アドバイザーの活用について、活用する取組内容、活用予定者、活用す
る人材の専門知識・経験・資格等を記載してください。

１）活動計画策定
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

２）体制構築・実証活動
①○○〇体験交流事業

・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

②移住・定住促進事業
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

③農産物の商品開発・販路開拓事業
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・

体制構築・実証活動
①○○〇体験交流事業

・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

②移住・定住促進事業
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

③農産物の商品開発・販路開拓事業
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・

↑本交付金事業で取り組む内容（目的、取組内容、時期等）を取組項目ごとに記載します。取
組項目は後出の「７．目標」の各項目に対応するようにしてください。「普及啓発」の取り組みは
各取組項目の中で記載するか、項目立てして記載します。（取組２年目、３年目も同様）

←「２）体制構築・実証活動」の記述に当たっては、公募

要領第４の３（２）イ「体制構築・実証活動等の取組」a～

eの「審査の観点」を満たすよう努めて下さい。（取組２

年目、３年目も同様）

←「１）活動計画策定」の記述に当たっては、公募要領第４の３（２）ア
「地域の活動計画の策定の取組」a～fの「審査の観点」を満たすよう努
めて下さい。

←２年目以降は「活動計画策定」の取組項目を位置づけることはできません。
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（４）令和６年度（取組３年目）

注３ ・体制構築：活動計画に掲げられた取組を実施するために必要な従来から活動している
                 団体等を活用した具体的な体制を構築する内容を記載してください。
・実証活動：活動計画に掲げられた取組の具現化に向けた具体的な取組内容を記載し
                 てください。
・専門的スキルの活用：活動計画に掲げられた取組の具現化に向けた地域外の人材が有する
                                ICT等の専門的スキル等を活用する取組内容を記載してください。
・普及啓発：普及啓発に資する情報発信などの具体的な取組内容を記載してください。

注４ 地域の課題、取組方針等を関係者間で共有し、事業を実施していくための合意形成の手法に
ついて、具体的な取組内容を記載してください。

注５ 農山漁村で暮らす人々が引き続き住み続けるため、交通、買い物、医療・福祉、教育、エネル
ギー等に係る取組を実施する場合は、具体的な取組内容を記載してください。

注６ アドバイザーの活用について、活用する取組内容、活用予定者、活用する人材の専門知識・経
験・資格等を記載してください。

注１ 本交付金を活用し、地域の課題解決に向けた具体的な取組内容を記載してください。
また、目標及び評価指標の数値目標の達成に向けた具体的な取組内容を年度ごとに記載して
ください。

注２ 地域の自立及び維持発展に向けた将来像を構想し、地域住民が主体となって農山漁村が持つ
豊かな地域資源を活用した地域の創意工夫による活動計画づくりについて、具体的な取組内容
を記載してください。

注７ 新型コロナウイルスの影響を考慮した取組内容としてください。

体制構築・実証活動
①○○〇体験交流事業

・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

②移住・定住促進事業
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・

③農産物の商品開発・販路開拓事業
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・

←取組３年目の体制構築、実証活動については、公募要領別表１の「交付率及び
助成額」の欄の（４）に示す場合（条件不利地域）以外は、交付金を受けずに取り
組むこととなりますが、その場合もここに取り組む内容の記載が必要です。

↑取組３年目では、本事業完了後、活動内容が自立的かつ継続的な取組につながるものとなるよう、必要な体制
整備や事業の取りまとめについても示して下さい。

※記載の内容を

ご確認ください。
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６－２．事業実施内容（専門的スキルの活用）

（１）令和４年度（取組１年目）

（２）令和５年度（取組２年目）

（３）令和６年度（取組３年目）

注１ 専門的スキルの活用にかかる委託業務計画を取組年度ごとに具体的に記載してくださ
い。

〇全体
本事業では、③農産物の商品開発・販路拡大事業に関連して、ア．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇、イ．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇について、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇、〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇の専門スキルを有している者を活用して取組を行う。具体的な内容は以下のとおり。

ア．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

イ．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
・〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

イ．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

イ．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア．〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※記載の内容を

ご確認ください。

・専門的スキル活用による取組を反映する本事業の実施項目、活用する分野、
活用する専門的スキル、活用する者の選定方法、及び具体的な実施内容の全
体をまず示し、その上で各年度に専門的スキルを活用して取り組む内容(委託
業務内容)を記載します。

・専門的スキル活用の成果を本事業の実施にどのように生かすのかも併せて

記載して下さい。
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６－３．事業実施内容（工程表）

注 ６－１及び６－２の事業内容について、年度ごとの取組時期、取組内容等がわかる工程
表を記載してください。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(1)活動計画策定

(2)体制構築・実証活動
　①○○○体験交流
　　 事業

　②移住・定住促進
     事業

　③農産物の商品開発
      ・販路拡大

(3)専門的スキルの活用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(2)体制構築・実証活動
　①○○○体験交流
　　 事業

　②移住・定住促進
     事業

　③農産物の商品開発
      ・販路拡大

(3)専門的スキルの活用

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(2)体制構築・実証活動
　①○○○体験交流
　　 事業

　②移住・定住促進
     事業

　③農産物の商品開発
      ・販路拡大

(3)専門的スキルの活用

取組内容
令和４年度(１年目）

取組内容
令和５年度（２年目）

取組内容
令和６年度（3年目）

全体計画検討 ワークショップ

準備

ワークショップ開催、活動計画検討 とりまとめ

活動計画策定

先進地視察視察準備

企画立案・準備

準備打合せ 相談窓口の設置・運用

プロモーション動画作成

新商品開発

プロモーション動画作成

準備打合せ

〇〇〇〇〇〇の指導
とりまとめ・評価

〇〇情報システムの検証 〇〇情報システムの機能向上

準備打合せ

○○○○○○の指導
とりまとめ・評価

〇〇情報システムの検討 〇〇情報システムの開発

準備打合せ

〇〇調査、検討

準備打合せ 〇〇〇の検討 〇〇〇の体制構築、販路開拓

とりまとめ・評価

空き家調査準備打合せ 所有者との調整 とりまとめ・評価

相談窓口の設置・運用

新商品開発準備打合せ 〇〇調査、検討

準備打合せ

イベント参加

販路開拓
とりまとめ・評価

空き家調査準備打合せ 所有者との調整 とりまとめ・評価

イベント参加

お試しイベント開催

イベント参加

イベント参加

相談窓口の設置・運用

お試しイベント準備お試しイベント企画検討

相談窓口の設置・運用

新商品開発準備打合せ 〇〇調査、検討

準備打合せ

イベント参加

販路開拓
とりまとめ・評価

空き家調査準備打合せ 所有者との調整 とりまとめ・評価

お試しイベント開催

イベント参加

相談窓口の設置・運用

お試しイベント準備お試しイベント企画検討

準備打合せ 〇〇〇〇〇〇の指導

イベント参加

〇〇情報システムの運用

〇〇情報システムの運用 〇〇情報システムの運用

とりまとめ・評価

各種調査の実施 体験メニューの検討・開発

先進地視察視察準備

先進地視察

実施体制整備 人材育成実施 交流イベント

開催

交流イベント準備

イベント参加

イベント参加

交流イベント企画立案・準備

とりまとめ・評価

各種調査の実施 体験メニューの検討・開発

先進地視察

体制整備、人材育成実施交流イベント準備 交流イベント実施 交流イベント準備 交流イベント

開催

交流イベント企画立案・準備

とりまとめ・評価

各種調査の実施 体験メニューの検討・開発

イベント参加

体制整備、人材育成実施交流イベント準備 交流イベント実施 交流イベント準備
交流イベント

開催

※記載の内容をご確認ください。なお工程表は別添としても可です。

↓年度毎に各取組内容の大まかな取組の段取りを記述して下さい。「取組内容」の

項目名は、前出の６－１～２「事業実施内容」の取組項目と整合させて下さい。

・本交付金で取

り組む部分は

実線、自主財

源等で取り組

む部分は破線

で示すなど交

付金の範囲を

明確にして下さ

い。

・本交付金開始

時期は実績で

概ね６月頃です。

・表の形はこれ

にこだわらなく

ても可です。
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７．目標

（１）目標（注１）

【目標設定の考え方】

【数値目標の計測方法】

目標項目
現　在

(令和３年度)
１年目

(令和４年度)
２年目

(令和５年度)
３年目

(令和６年度)

※①に対応する目標
体験交流リピーター数（人）

x xx xxx xxx

※②に対応する目標
移住・定住者数（人）

0 x x xx

※③に対応する目標
特産品売上（千円）

0 xxx xxxx xxxxx

※普及啓発に対応する目標
SNSアクセスビュー数（件）

0 xxx xxxx xxxx

①に対応する目標
・体験交流リピーター数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・

により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を目標とした。
②に対応する目標

・移住・定住者数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・
により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を目標とした。

③に対応する目標
・特産品売上：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・

により〇〇〇〇〇○○○○○○○○○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を目標とした。
普及啓発に対応する目標

・SNSアクセスビュー数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・
により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を目標とした。

・体験交流リピーター数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・移住・定住者数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・特産品売上：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・SNSアクセスビュー数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

↓公募要領第２の１に示す①～③の事業内容のうち今回取り組む内容ごとに、前出の「６－１～２．事
業実施内容」の各取組に対応した（取組の結果得られる）目標項目と、現在及び３年間の計画期間内
の各年度に達成すべき目標値を設定して下さい。また普及啓発に係る目標も併せて記載します。

↑目標値については、本交付金を活用した取組を通じ確実に達成が
可能と考えられる範囲で設定して下さい。

↑上記表中に設定した目標項目ごとに、目標項目を具体的に説明するととも

に、目標項目の設定理由を、事業実施内容との関係を含めて説明します。

↑上記表中に設定した目標項目ごとに、数値目標を具体的にどのように計測する
のかを説明します。
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（２）評価指標（注２）

【評価指標設定の考え方】

目標項目 評価指標項目
現　在

(令和３年度)
１年目

(令和４年度)
２年目

(令和５年度)

移住相談窓口の
相談件数（件）

0 x xx xxx

イベント・体験
参加者数（人）

xx xxx xxxx xxxx

特産品
売上

新商品開発
件数（件）

x xx

移住・
定住者数

３年目
(令和６年度)

体験交流リ
ピーター数

体験メニュー開発
件数（件）

x x xx xx

フェイスブック投稿
回数（回）

SNSアクセス
ビュー総数

0 xx xx xxx

0 x

↓(1)で設定した目標項目ごとに、評価指標項目を設定し、それぞれについて現在及び３年間の
計画期間内の各年度に達成すべき指標値を設定してください。

体験交流リピーター数に対する評価指標
・体験メニュー開発件数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・

により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を評価指標とした。
・イベント・体験参加者数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○・・・・・・・

により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を評価指標とした。
移住・定住者数に対応する評価指標

・移住相談窓口の相談件数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○・・・・・・・
により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を評価指標とした。

特産品売上に対応する評価指標
・新商品開発件数：〇〇〇〇〇○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○○○・・・・・・・

により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を評価指標とした。
SNSアクセスレビュー数に対応する評価指標

・フェイスブック投稿回数：〇〇〇〇〇○○〇〇〇〇〇〇〇〇〇○○○○・・・・・・・
により〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を評価指標とした。

↑上記表中に設定した評価指標項目ごとに、評価指標項目を具体的に説明するととも
に、評価指標項目の設定理由を、事業実施内容との関係を含めて説明します。

評価指標項目は、各目標項目ごとに、その目標値を達成する上で必要な、本事業による

取組内容やその成果に関するものを設定し、実現可能で定量的に計測が可能な指標値を

示して下さい。

↑「目標項目」は「（１）目標」の各項目と整合させて下さい。
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【数値目標の計測方法】

注２ (1)の目標の実現状況等を評価するための指標を目標ごとに設定し、評価指標項目、現
在の数値、各年度の数値目標を記載してください。なお、評価指標については、農業体
験や定住促進イベントなどの参加人数、子育て支援の取組の利用者数、ＳＮＳの記事の
投稿回数等、目標に対応した定量的なものとしてください。

注３ 目標の設定にあたっては、新型コロナウイルスの影響を考慮したものとしてください。

注１ 公募要領第２の１の取組に対応する計画期間内の事業の実施によって実現しようとする
目標を設定し、目標項目、現在の数値、各年度の数値目標を記載してください。
また、情報発信等による普及啓発に係る目標についても記載してください。地域独自の
目標を追加することもできます。

※記載の内容をご確認ください。

↑上記表中に設定した評価指標項目ごとに、数値目標を具体的にどのように計
測するのかを説明します。

・体験メニュー開発件数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・イベント・体験参加者数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・移住相談窓口の相談件数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・新商品開発件数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。

・フェイスブック投稿回数：〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・を計測する。
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８－１．年度別事業計画とその経費の内訳（令和４年度（取組１年目））
（単位：千円）

取組内容 経費区分 総事業費 本交付金 他の補助金 自己資金 備考

１．活動計画策定事業

①=②+③+④ ② ③ ④

賃金 150 150

(1)活動計画策定 1,200 1,200

旅費 350 350

報償費 500 500

需用費

役務費 50 50

役務費 50 50

100 100

(2)体制構築･実証活動 3,800 3,800

使用料及び賃借料 100 100

旅費 100 100

①○○○体験交流事業 賃金 300 300

委託料 500 500

需用費 100 100

賃金 300 300

使用料及び賃借料 100 100

需用費 500 500

③農産物の商品開発・販路拡大 賃金 300 300

報償費 400 400

（3）専門的スキルの活用 2,500

役務費 50 50

資材等購入費 200 200

委託料 2,500 2,500

2,500

注１ ６－１及び６－２の年度ごとの事業内容に対応した取組内容及び効率的な主な経費を記載してく
ださい。

注２ 「取組内容」は、６－１及び６－２の年度ごとの事業内容を記載してください。

注３ 「経費区分」は、公募要領の第３の１の（１）の経費区分ごとに記載してください。

合　計 7,500 7,500

注４ 「他の補助金等」又は「自己資金」がある場合は、備考欄に資金の性格（相手方、資金の受入時
期等）を記載してください。

旅費

旅費 150 150

150 150

需用費 50 50

注５ 積算資料を添付してください。

委託料 500 500

②移住・定住促進事業

←(1)の活動計画策定の経費は1年目のみ計
上可能で、「本交付金」の額は300万円が上限

です。

←(2)の体制構築・実証活動の1年目の「本交
付金」の額は(１)活動計画策定の交付金額と

合わせて500万円が上限です。ただし公募要
領別表１の「交付率及び助成額」の欄の（４）
の場合（条件不利地域）は600万円が上限で

す。

※記載の内容を
ご確認ください。

←(3)の専門的スキルの活用は各年度250万
円が上限です。

↑取組内容の項目は、
前出の６－１～２「事業

実施内容」に示した項目
名・区分と整合させて下
さい。

経費区分は、公募要領第３の１（１）に示した

区分に従い計上し、それ以外は計上しないで

下さい。

飲食費や汎用性の高い備品の購入などは本
交付金の対象外です。（ただし自己資金で総

事業費に計上することは可能です。）

※積算資料については別添を参考に作成してください。

19



８－２．年度別事業計画とその経費の内訳（令和５年度（取組２年目））
（単位：千円）

取組内容 経費区分 総事業費 本交付金 他の補助金 自己資金 備考

(2)体制構築･実証活動 2,500 2,500

１．活動計画策定事業

①=②+③+④ ② ③ ④

旅費 100 100

①○○○体験交流事業 賃金 300 300

役務費 50 50

需用費 100 100

使用料及び賃借料 100 100

旅費 150 150

②移住・定住促進事業 賃金 300 300

役務費 50 50

需用費 50 50

③農産物の商品開発・販路拡大 賃金 300 300

旅費 200 200

報償費 400 400

役務費 50 50

需用費 300 300

資材等購入費 50 50

委託料 2,500 2,500

（3）専門的スキルの活用 2,500 2,500

合　計 5,000 5,000

注４ 「他の補助金等」又は「自己資金」がある場合は、備考欄に資金の性格（相手方、資金の受入時
期等）を記載してください。

注１ ６－１及び６－２の年度ごとの事業内容に対応した取組内容及び効率的な主な経費を記載してく
ださい。

注２ 「取組内容」は、６－１及び６－２の年度ごとの事業内容を記載してください。

注３ 「経費区分」は、公募要領の第３の１の（１）の経費区分ごとに記載してください。

注５ 積算資料を添付してください。

←(2)の体制構築・実証活動の1年目の「本交
付金」の額は250万円が上限です。ただし公募

要領別表１の「交付率及び助成額」の欄の
（４）の場合（条件不利地域）は350万円が上限
です。

(1)の活動計画策定の経費は２年目以降は計
上できません。（活動計画は1年目に策定する

ため）

※記載の内容を
ご確認ください。

※積算資料については別添を参考に作成してください。
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８－３．年度別事業計画とその経費の内訳（令和６年度（取組３年目））
（単位：千円）

取組内容 経費区分 総事業費 本交付金 他の補助金 自己資金 備考

①=②+③+④ ② ③ ④

ＮＰＯ法人〇〇
より６月頃受入

旅費 100 100

１．活動計画策定事業

①○○○体験交流事業 賃金 250 250

(2)体制構築･実証活動 2,000 1,000 1,000

役務費 5050

需用費 100100

200

使用料及び賃借料 100 100

需用費 50 50

役務費

旅費 100100

②移住・定住促進事業 賃金 200

50 50

250250

200

200

報償費 200

250③農産物の商品開発・販路拡大 賃金 250

旅費

50役務費

200

50

50

需用費

資材等購入費 50

（3）専門的スキルの活用 1,000 1,000

委託料 1,000 1,000

2,000 1,000

注１ ６－１及び６－２の年度ごとの事業内容に対応した取組内容及び効率的な主な経費を記載してく
ださい。

注２

注４ 「他の補助金等」又は「自己資金」がある場合は、備考欄に資金の性格（相手方、資金の受入時
期等）を記載してください。

「取組内容」は、６－１及び６－２の年度ごとの事業内容を記載してください。

注３ 「経費区分」は、公募要領の第３の１の（１）の経費区分ごとに記載してください。

注５ 積算資料を添付してください。

合　計 3,000

※記載の内容を

ご確認ください。

←(2)の体制構築・実証活動の３年
目の「本交付金」の額は公募要領別

表１の「交付率及び助成額」の欄の
（４）の場合（条件不利地域）は100
万円が上限、それ以外の場合は0円

で全て自己資金で取り組むこととな
ります。

←自己資金で

取りｊ組むもの

がある場合は、

「自己資金」欄

にその経費を

記入して下さい。

↑自己資金で

取りｊ組むもの

がある場合は、

「備考」欄に資

金提供を行う

相手方とその

資金の受入時

期を記入して

下さい。

※積算資料については別添を参考に作成してください。
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９．その他特記事項

注３ 世界かんがい施設遺産による地域活性化の取組の場合は、具体的な内容を記載してください。

注４ その他の特記事項がある場合は、記載してください。

注１ 農山漁村で暮らす人々が引き続き農山漁村に住み続けるため本交付金と併せて他省庁の関連
政策事業を活用して事業を実施する、又は既に実施している場合は、活用する関連政策事業に
ついて、省庁名、取組内容、取組時期等を記載してください。

注２ 女性が重要な役割を担うなど女性の参画の促進を図っている場合は、具体的な内容を記載して
ください。

※記載の内容を

ご確認ください。

・以下の注１～３の各場合に該当する場合は、審査において配慮することとなるため、ここ
に具体的な内容を記載してください。
・また、注４のとおり、本事業に関する取組についてアピールしたいことを含め、その他特
記事項がある場合はここに具体的な内容を記載してください。
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（別添）
１年目（令和４年度） （単位：円）

経費区分 使途 算出根拠（単価×数量等） 総事業費 本交付金 他の補助金 自己資金

賃金 事務補助員の賃金 880円/時×月34時間×5か月×1人 149,600 149,600 0 0

報償費 ワークショップ講師謝金 7,810円/時×5時間×4回×2人 312,400 312,400 0 0

計画作成指導謝金 7,810円/時×3時間×4回×2人 187,440 187,440 0 0

旅費 先進地視察旅費、宿泊費

鉄道○○駅～○○駅（特急利用） 18,920円×2(往復)
×4人×1回＝151,360円
鉄道△△駅～△△駅（特急利用） 15,060円×2（往復）
×4人×1回
＝120,480円
宿泊　１泊9,800円×4人×2回＝78,400円
計　350,240円　改め　350,000円

350,000 350,000 0 0

需用費 コピー用紙(500枚包) 500円×5包 2,500 2,500 0 0

カラーコピー 50円/枚×300枚 15,000 15,000 0 0

封筒（角２） 10円/枚×300枚 3,000 3,000 0 0

プリンタインク 4,830円×2箱 9,660 9,660 0 0

先進地視察資料代 20,000/地区×2地区 40,000 40,000 0 0

活動計画リーフレット印刷費 100円/部×300部 30,000 30,000 0 0

使用料及
び賃借料

ワークショップ利用タブレット
＋ｗｉｆｉレンタル

740円/日×（1回につき)３日×5台×4回 44,400 44,400 0 0

ワークショップ会場借料
〇〇会館借料　10,000円/日×4回＝40,000円
　〃 機材使用料　4,000円/日×4回＝16,000円

56,000 56,000 0 0

小計 1,200,000 1,200,000 0 0

賃金 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 300,000 300,000 0 0

旅費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 100,000 100,000 0 0

需用費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 20,000 20,000 0 0

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 80,000 80,000 0 0

委託料 〇〇〇〇〇〇〇 見積もりによる 500,000 500,000 0 0

役務費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○ 50,000 50,000 0 0

使用料及び賃借料 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○ 100,000 100,000

小計 1,150,000 1,150,000 0 0

賃金 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 300,000 300,000 0 0

旅費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 150,000 150,000 0 0

需用費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 15,000 15,000 0 0

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 35,000 35,000 0 0

委託料 〇〇〇〇〇〇〇 見積もりによる 500,000 500,000 0 0

役務費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○ 50,000 50,000 0 0

小計 1,050,000 1,050,000 0 0

賃金 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 300,000 300,000 0 0

報償費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 170,000 170,000 0 0

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 230,000 230,000 0 0

旅費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○×○○ 150,000 150,000 0 0

需用費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 320,000 320,000 0 0

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 180,000 180,000 0 0

役務費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○×○○ 50,000 50,000 0 0

資材等購入費 〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 140,000 140,000 0 0

〇〇〇〇〇〇〇 〇〇×○○ 60,000 60,000 0 0

小計 1,600,000 1,600,000 0 0

3,800,000 3,800,000 0 0

委託料 ○○情報システムの開発 見積もりによる 1,500,000 1,500,000 0 0

〇〇〇〇〇〇の指導 見積もりによる 1,000,000 1,000,000 0 0

小計 2,500,000 2,500,000 0 0

7,500,000 7,500,000 0 0

          小計、合計欄での丸めは提案書８－１～３作成に支障が出るので不可。

　　　　　（10,700円を10,000円に丸めは有効数字２桁を確保しており○、12,000円を10,000円に丸めは有効数字が１桁なので×）

農山漁村振興交付金（地域活性化対策）事業費の積算資料（例）

②移住・
定住促進
事業

（注４）：事業費の端数を丸める場合は、有効数字2桁以上を確保して丸め、「改め」として上記のとおり表現。

（注１）：「取組内容」は提案書８－１～３「年度別事業計画とその経費の内訳」の記載項目と合わせてください。

（注２）：「経費区分」は公募要領第３の１（１）の区分に従うとともに、提案書８－１～３「経費区分」の記載項目と合わせてください。

（注３）：「使途」は事業費の使いみちを具体的に示してください。「算出根拠」は可能な限り「単価×数量」の形で示してください。

合計

（１）活動計画策定

取組内容

①〇〇〇
体験交流
事業

③農産物
の商品開
発・販路
拡大

（３）専門的スキルの
活用

計

（２）体制
構築・実
証活動

２年目、３年目も同様に

作成してください。
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